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英⽂原著 5 Goto E, Takamochi K, Kishikawa S, Hayashi T, Ueda T, Hattori A, Fukui M, Matsunaga T, Suzuki K; Tokyo Metropolitan Innovative Oncology Research Group 
(TMIG). Stepwise progression of invasive mucinous adenocarcinoma based on radiological and biological characteristics. Lung Cancer. 2023;184:107348.

英⽂原著 6 *

Handa T, Hayashi T, Ura A, Watanabe I, Takamochi K, Onagi H, Kishi M, Matsumoto N, Tajima K, Kishikawa S, Saito T, Takahashi K, Suzuki K, Yao T; Tokyo 
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children. Experience and literature review. Pediatr Surg Int . 2023;40(1):5. Published 2023 Nov 23. doi:10.1007/s00383-023-05582-z



英⽂原著 26
Ozawa N, Yokobori T, Osone K, Bilguun EO, Okami H, Shimoda Y, Shiraishi T, Okada T, Sano A, Sakai M, Sohda M, Miyazaki T, Ide M, Ogawa H, Yao T, Oyama 
T, Shirabe K, Saeki H. MAdCAM-1 targeting strategy can prevent colitic cancer carcinogenesis and progression via suppression of immune cell infiltration and 
inflammatory signals. Int J Cancer. 2024 Jan 15;154(2):359-371. doi: 10.1002/ijc.34722. Epub 2023 Sep 7. PMID: 37676657.
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10.1007/s00595-022-02562-z. Epub 2022 Aug 1. PMID: 35913635.

英⽂原著 30
Suzuki N, Ikeda A, Ueyama H, Yatagai N, Uemura Y, Yamamoto M, Iwano T, Utsunomiya H, Uchida R, Abe D, Oki S, Akazawa Y, Takeda T, Ueda K, Hojo M, Yao 
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Noguchi M. Role of TGF-beta1 and TNF-alpha1 produced by neoplastic cells in the pathogenesis of fibrosis in patients with hematologic neoplasms. J Clin Exp
Hematop. 2023;63(2):83-89.
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Hayashi T, Harada N, Takahashi K. Early Detection of Therapeutic Benefit from PD-1/PD-L1 Blockade in Advanced Lung Cancer by Monitoring Cachexia-Related 
Circulating Cytokines. Cancers (Basel). 2023;15(4):1170.
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Endosc. 2023 Aug 3. doi: 10.5946/ce.2023.087. Epub ahead of print. PMID: 37536746.
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Case Rep Nephrol. 2023, 4:7292895.
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Steroid-resistant Eosinophilic Gastrointestinal Disease with Mepolizumab. Intern Med. 2023 Dec 1;62(23):3461-3467. doi: 10.2169/internalmedicine.0801-22. 
Epub 2023 Apr 21. PMID: 37081676; PMCID: PMC10749822.
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Miyatake S, Mizuguchi T, Makino S, Yao T, Ito H, Itakura A, Ogata K, Nagata KI, Matsumoto N. A missense variant at the RAC1-PAK1 binding site of RAC1 
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PMC10275923.

英⽂症例報告 13
Sun J, Zhao W, Zhang C, Zheng E, Jiang X, Wang L, Hayashi T, Sasaki E, Tachibana M, Zhao G. Multiple bronchiolar adenomas/ciliated muconodular papillary 
tumors of the bilateral lung with tumor budding and potential malignant transformation into squamous cell carcinoma: a case report and literature review. 
Transl Lung Cancer Res. 2023;12(7):1611-1624.

○

英⽂症例報告 14 Ushiyama Y, Horimoto Y, Uomori T, Ishizuka Y, Okazaki M, Onagi H, Hayashi T, Watanabe J, Saito M. Acute myocarditis during adjuvant therapies for breast 
cancer: a case report. Surg Case Rep. 2023;9(1):44.
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Tsuyama S, Eguchi H, Okazaki Y, Arai M, Fukunaga T, Yao T, Nagahara A. Gastric Juvenile Polyposis with Intramucosal Cancer Diagnosed by Magnifying 
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37005260; PMCID: PMC10713360.
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tumors of the bilateral lung with tumor budding and potential malignant transformation into squamous cell carcinoma: a case report and literature review. 
Transl Lung Cancer Res. 2023;12(7):1611-1624.

国際学会発表 7 Ushiyama Y, Horimoto Y, Uomori T, Ishizuka Y, Okazaki M, Onagi H, Hayashi T, Watanabe J, Saito M. Acute myocarditis during adjuvant therapies for breast 
cancer: a case report. Surg Case Rep. 2023;9(1):44.

区分 番号 全著者名,論⽂名,掲載誌名, 掲載年︔巻（号）︓ページ番号 国際共同

和⽂総説 1 仲程　　純, 福村　由紀, 千葉　和朗, ⽥畑　宏樹, ⽒⽥亙, 堀⼝慎⼀郎, 鈴⽊　瑞佳, 飯塚　敏郎, 神澤　輝実. 限局性膵萎縮による膵癌の早期診断. 胆と膵, 2023, 44: 771-777

和⽂総説 2 ⼤橋健⼀, ⼩池淳樹, 冨⽥茂樹, 原重雄. 「⾮腫瘍性疾患病理アトラス　腎」刊⾏記念　⾯⽩いと苦⼿は表裏⼀体　腎⽣検病理診断の魅⼒.病理と臨床 2023; 41(4):434-439.

区分 番号 全著者名,書籍名,出版社名, 出版年, ページ番号等 国際共同

和⽂著書 1 市⽥美⼣, 福村由紀. 腺房細胞癌. ⽇本臨床社, 2023, 247-250

和⽂著書 2 九嶋亮治，⼋尾隆史，⽜久哲男（編）．⾮腫瘍性疾患アトラス．消化管, ⽂光堂（東京）, 2023（執筆多項⽬）

区分 番号 全著者名,論⽂名,掲載誌名, 掲載年︔巻（号）︓ページ番号 国際共同

和⽂症例報告 1 久保⽥泰弘, 佐伯 春美, ⼩柳 愛, ⽯井 純麗, 寺尾 泰久, 松本 俊治, ⼋尾 隆史. ⼦宮頸部壁内に局在した明細胞癌の⼀例, ⽇本婦⼈科病理学会誌, 2023; 14(2): 77-81



和⽂症例報告 2 Maimaitiaili Yifare, 福村 由紀, ⾼橋 敦, 市⽥ 洋⽂, 佐野 勝廣, ⽯井 重登, 齋浦 明夫, 伊佐⼭ 浩通, ⼋尾 隆史. ⾻巨細胞腫様の病理像を呈した遠位胆管退形成癌の1例, 胆道, 
2023; 37: 887-895

和⽂症例報告 3 松本俊治、⼩倉加奈⼦、⽥中⾥美、⾦⽥容秀、和⽥了︓⼦宮頸部リンパ上⽪腫瘍癌の診断を考えた１例。⽇本婦⼈科病理学会誌14︓65-68，2023

和⽂症例報告 4 中島啓, 國分克寿, 吉⽥秀児, ⿃⼭茜, 泉浩, 肥 隆三郎, ⾼野正⾏, 冨⽥茂樹, 松坂賢⼀, 隆起性病変として発⾒された正中菱形⾆炎の2例　免疫染⾊による検討を含む, 診断病理, 2023; 
40(2):186-192.

和⽂症例報告 5 鈴⽊ 彬実, 藤澤 聡郎, 佐野 勝廣, 福村 由紀,  齋浦 明夫, 伊佐⼭浩通. 術前診断が可能であった胆嚢捻転症. 胆道, 2023: 37:134-138.

和⽂症例報告 6 鈴⽊ 皓佳, 佐野 勝廣, 永松 洋明, 福村 由紀, 桑鶴 良平, ⻘⽊ 茂樹. 転移巣の脂肪成分の存在が診断の契機となった低分化肝細胞癌膵転移の1例. 臨床放射線, 2023: 68(5): 447-
454

区分 番号 発表者名,発表タイトル（題⽬・演題・課題等）,学会名,場所,発表年⽉⽇等 国際共同

国内学会発表 1 伊藤 智彰, 的場 亮, 佐伯 春美, 前川 博, 佐藤 浩⼀, 肺腫瘍モデルマウスA/Jを⽤いた胎児期ストレスによる成⼈期肺腫瘍発症に関連した遺伝⼦の同定, 第123回⽇本外科学会定期学術集会, 
東京, 2023年4⽉27-29⽇

国内学会発表 2 ⻘⽊裕志, 飯野瑞貴, 外⼭志帆, 坂井育美, 福村由紀, ⼋尾隆史. 病理・細胞診検査に携わる臨床検査技師のスキルアップについて. 第64回⽇本臨床細胞学会春季⼤会, 名古屋, 2023年6⽉

国内学会発表 3 市⽥美⼣, 福村由紀, イパラママティエリ, 佐野勝廣, ⾼瀬優, ⼋尾隆史. 胆嚢における隆起性前がん病変(ICPN・PGA)の腫瘍形成・進展機転の検討, 第59回⽇本胆道学会,札幌, 2023年9⽉

国内学会発表 4 イパラ・ママティエリ, 福村 由紀, 平林 健⼀, 川⻄ 彩, ⽊脇 祐⼦, 内藤 嘉紀, 仲程 純, ⿅ 榕, ⼋尾 隆史. PRKACA⾼発現は肝膵IOPNの組織形態と浸潤癌合併に関与する. 第112回⽇本病
理学会総会, 下関, 2023年4⽉

国内学会発表 5 ⿅榕、福村由紀、仲程 純、イパラママティエリ、三瀬 祥弘、藤澤 聡郎、齋浦 明夫、伊佐⼭浩通、⼋尾 隆史.CASP8 遺 伝 ⼦ ⾼ メ チ ル 化 は A 細 胞 型PNET の予後良好因⼦となる, 第54回
⽇本膵臓学会,福岡, 2023年7⽉

国内学会発表 6 藤澤聡郎，冨嶋享，福村由紀， 齋浦明夫，伊佐⼭浩通. 膵癌化学療法効果予測における IL-13 re ceptor α2 のバイオマーカーとしての役割. 第54回⽇本膵臓学会,福岡, 2023年7⽉

国内学会発表 7 安部憲⼀郎, 鈴⽊仁, 越⽥剛⽣, 加藤有紗, ⼩笠智美, 梶尾優希, 福⽥裕光, ⾼原久嗣, 冨⽥茂樹, 鈴⽊祐介, 臨床所⾒を認めないFabry病患者に対し腎組織所⾒をもとに治療介⼊した⼀例, 
第53回⽇本腎臓学会東部学術⼤会, 仙台, 2023年9⽉17⽇

国内学会発表 8 安部憲⼀郎, 鈴⽊仁, 越⽥剛⽣, 加藤有紗, ⼩笠智美, 福⽥裕光, ⾼原久嗣, 冨⽥茂樹, 鈴⽊祐介, COVID-19ワクチン4回⽬接種後に初めて⾁眼的⾎尿を呈した2症例, 第53回⽇本腎臓学
会東部学術⼤会, 仙台, 2023年9⽉16⽇

国内学会発表 9 加藤有紗, 鈴⽊仁, 越⽥剛⽣, ⼩笠智美, 安部憲⼀郎, 福⽥裕光, ⾼原久嗣, 冨⽥茂樹, 鈴⽊祐介, IgA⾎管炎を合併したPR3-ANCAおよび抗GBM抗体陽性の急速進⾏性⽷球体腎炎の⼀
例, 第53回⽇本腎臓学会東部学術⼤会, 仙台, 2023年9⽉16⽇

国内学会発表 10 加藤有紗, 鈴⽊仁, 越⽥剛⽣, ⼩笠智美, 安部憲⼀郎, 福⽥裕光, ⾼原久嗣, 冨⽥茂樹, 鈴⽊祐介, アテゾリズマブ投与後に半⽉体形成とメサンギウム融解を伴った尿細管間質性腎炎を発症した
1例, 第53回⽇本腎臓学会東部学術⼤会, 仙台, 2023年9⽉16⽇

国内学会発表 11 丸尾粋貴, 中津洋⼀, ⽮野慎太郎, ⼤川博基, ⻄慎⼆郎, 深⾒久美⼦, 野元勇佑, 荻原伸悟, 降籏誠, 北村庸雄, 冨⽥茂樹, ⻑⽥太郎, ESD切除検体に胃粘膜下異所性胃腺を伴った2例の
検討, 第376回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会, 東京, 2023年9⽉2⽇

国内学会発表 12 岩間敬⼦, 明神真由, 松澤円佳, 猪狩史江, ⽯川裕⼦, 今井延年, 須⽥健, 泉浩, 冨⽥茂樹, 藤⽥知之, リンパ節転移陰性乳癌患者におけるOncotypeDXを⽤いた再発スコアと臨床病理学的
因⼦の検討, 第31回⽇本乳癌学会総会, 横浜, 2023年6⽉30⽇



国内学会発表 13 久保⽥泰弘,  ⼩名⽊ 寛⼦, ⿅ 榕, 齋藤 剛, 福村 由紀, ⼋尾 隆史. 膵周囲リンパ節転移で発⾒された微⼩膵退形成癌の1例. 第69回⽇本病理学会秋期特別総会, 久留⽶, 2023年11⽉

国内学会発表 14 久保⽥ 泰弘, 佐伯 春美, ⼩柳 愛, ⽯井 純麗, 寺尾 泰久, 松本 俊治, ⼋尾 隆史, ⼦宮頸部壁内に局在した明細胞癌の⼀例, 第56回⽇本婦⼈科病理学会学術集会, 松本, 2023年6⽉
24⽇

国内学会発表 15 久保⽥泰弘, 佐伯 春美, 浦 礼⼦, 芦澤 かり, 永⽥ 政義, 寺尾 泰久, 新井 正美, 松本 俊治, ⻑嶋 洋治, ⼋尾 隆史, ⼦宮筋腫の経過観察中に腎細胞癌が発⾒された遺伝性平滑筋腫症腎
細胞癌症候群の⼀例第57回⽇本婦⼈科病理学会学術集会, 東京, 2023年12⽉2⽇

国内学会発表 16 児⽟真，岡野荘，阿部佳⼦，⻑瀬佳弘，⼭名哲郎，⼋尾隆史．Infliximab による3次リンパ組織の変化:Crohn 病に対する Infliximabの新規作⽤機序．第112回⽇本病理学会総会, 下
関, 2023年4⽉13-15⽇

国内学会発表 17 幸⼭恵理佳, ⿑藤翠, 濱⼝真希, 吉⽥舞⼦, 越⽥剛⽣, 福⽥裕光, ⾼原久嗣, 冨⽥茂樹, 鈴⽊仁, PR3-ANCAおよび抗GBM抗体陽性で, ⽪膚⽣検でIgA⾎管炎と診断された1例, 第684回⽇
本内科学会関東地⽅会, 東京, 2023年2⽉12⽇

国内学会発表 18 今泉 雅之、寺尾 暁⼦, 半⽥ 貴史, 占部 悦⼦, 飯村 美⾹, 猪股 裕⼦, 福村 由紀, ⼋尾 隆史. ROSEをやめてみてROSE実施・不実施症例の⽐較からROSEの必要性を考える, 第64回⽇本
臨床細胞学会春季⼤会, 名古屋, 2023 6⽉

国内学会発表 19 笹⽉ 望, ⼩林 敬, 毎熊 政⾏, ⼭⽥ 耕嗣, ⾼⽊ 美幸, 佐伯 春美, ⽊原 正夫, 上⽥ 誠⼆, 合⽥ 朋仁, 鈴⽊ 祐介, 抗⽷球体基底膜腎炎の経過中にIgA腎症を診断し得た⼀例, 第53回⽇本
腎臓学会東部学術⼤会, 仙台, 2023年9⽉16-17⽇

国内学会発表 20 ⼭⽥瑛⽂, ⼩笠智美, 安部憲⼀郎, 加藤有紗, 越⽥剛⽣, 福⽥裕光, ⾼原久嗣, 冨⽥茂樹, 鈴⽊仁, 特発性腎出⾎による腎⾃然破裂の1例, 第689回⽇本内科学会関東地⽅会, 東京, 
2023年9⽉16⽇

国内学会発表 21 津⼭翔，吉川あかね，⽚柳和義，湊宏，澤⽥武，⼋尾隆史．⾮乳頭部⼗⼆指腸癌 25 例における免疫組識学的解析．第112回⽇本病理学会総会, 下関, 2023年4⽉

国内学会発表 22 ⼿計 順, 佐伯 春美, ⼩名⽊寛⼦, 平⼭ 貴⼠, 寺尾 泰久, 新井 正美, 松本 俊治, ⼋尾 隆史, ⼤腸癌と⼦宮内膜癌を発症し、免疫染⾊によりリンチ症候群の鑑別が可能であった⼀例, 第57回
⽇本婦⼈科病理学会学術集会, 東京, 2023年12⽉2⽇

国内学会発表 23 ⼿計順, 久保⽥泰弘, 芦澤かりん, 福村由紀, 荒川敦,⼋尾隆史.  下⼤静脈進展を伴った右副腎⽪質腺腫の⼀例. 第69回⽇本病理学会秋期特別総会, 久留⽶, 2023年11⽉

国内学会発表 24 ⼩笠智美, 鈴⽊仁, 越⽥剛⽣, 吉⽥舞⼦, 加藤有紗, 福⽥裕光, ⾼原久嗣, 冨⽥茂樹, 鈴⽊祐介, 特発性腎出⾎による腎⾃然破裂の⼀例, 第53回⽇本腎臓学会東部学術⼤会, 仙台, 2023
年9⽉16⽇

国内学会発表 25 ⼩関ほの⾹, 中村博, ⽚⼭ひかり, 坪内優⼦, 奥⼭直⼦, 岡崎哲也, 喜納勝成, 泉浩, 橋⽖茜, 冨⽥茂樹, 組織型が推定困難であった転移性肝細胞癌の⼀例, 第62回⽇本臨床細胞学会秋期
⼤会, 福岡, 2023年11⽉4⽇

国内学会発表 26 ⼩代啓⽃, 安部憲⼀郎, 加藤有紗, ⼩笠智美, 越⽥剛⽣, 福⽥裕光, ⾼原久嗣, 冨⽥茂樹, 鈴⽊仁, ラモトリギンによる⼆次性膜性腎症の1例, 第690回⽇本内科学会関東地⽅会, 東京, 
2023年10⽉14⽇

国内学会発表 27 ⼩名⽊ 寛⼦, 堀本 義哉, 坂⼝ 亜寿美, 柳澤 尚武, 中⾯ 哲也, 佐伯 春美, 林 ⼤久⽣, 荒川 敦, ⼋尾 隆史, 北野 滋久, トリプルネガティブタイプ乳癌における⾎⼩板リンパ球⽐と腫瘍浸潤 リン
パ球の関係の解明. 第112回⽇本病理学会総会, 下関, 2023年4⽉13-15⽇

国内学会発表 28 松本俊治、⼩倉加奈⼦、三橋⽴、徳川城治、菱井誠⼈︓中枢神経原発⾎管炎の１例。第２８回⽇本⾎管病理研究会。仙台サンプラザホテル。2023年10⽉22⽇

国内学会発表 29 松本俊治、⼩倉加奈⼦、⽥中⾥美、⾦⽥容秀、和⽥了︓⼦宮頸部リンパ上⽪腫瘍様癌の１例。第５６回⽇本婦⼈科病理学会学術集会。信州⼤学医学部付属病院。2023年６⽉24⽇

国内学会発表 30 ⻘⽊裕志, 飯野瑞貴, 外⼭志帆, ⼤武あずさ, ⿑藤智留, 坂井育美,笹原典⼦, 倉林功,  福村由紀, ⼋尾隆史. 病理診断業務における品質管理.  第112回⽇本病理学会総会, 下関, 2023
年4⽉



国内学会発表 31 ⾜⽴恵理, 井下博之, 船曳和彦, 冨⽥茂樹, 鈴⽊祐介, 尿潜⾎とわずかな腎機能低下より腎⽣検を施⾏しADTKDに特徴的な病理所⾒を認めた⼀例, 第53回⽇本腎臓学会東部学術⼤会, 仙
台, 2023年9⽉17⽇

国内学会発表 32 中村駿佑, ⽮野慎太郎, ⽣駒⼀平, 神保泰久, 北澤詩⼦, ⼤川博基, 深⾒久美⼦, 中津洋⼀, ⻄慎⼆郎, 野元勇佑, 荻原伸悟, 降籏誠, 北村庸雄, 岡伸⼀, 冨⽥茂樹, ⻑⽥太郎, 胃全摘術
が奏功した内科的治療抵抗性Chronkhite-Canada症候群の1例, 第116回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部, 東京, 2023年6⽉30⽇

国内学会発表 33 仲⾕　元, 佐野勝廣, 平⼭貴⼠, 浦礼⼦, 佐伯春美, 村上康⼆, 板倉敦夫, 桑鶴良平. 乏⾎性腫瘍像を呈したPlacental site trophoblastic tumor（PSTT）の1例, 第36回⽇本腹部放射
線学会, 仙台, 2023年6⽉9-10⽇

国内学会発表 34 藤岡りこ, 南條友央太, 藤岡進也, 芝⼭浩平, 中沢舜, 中村洸太, ⾦森幸⼀郎, 堤建男, 鈴⽊洋平, 難波由喜⼦, 牧野⽂彦, ⻑島修, 富永滋, 佐々⽊信⼀, ⾼橋和久, 舘良輔, 神津吉基, 
王志明, 岸川さつき, 橋⽖茜, 冨⽥茂樹, 急性呼吸不全とDICを契機に診断されたびまん性肺リンパ管腫症の⼀例, 第63回⽇本呼吸器学会学術講演会, 東京, 2023年4⽉28⽇

国内学会発表 35 藤⼭杏奈, 降旗誠, 荻原伸悟, 野元勇佑, ⻄慎⼆郎, 深⾒久美⼦, 中津洋⼀, ⼤川博基, ⽮野慎太郎, 萩原悠, ⽯野博崇, 北村庸雄, 岡伸⼀, 冨⽥茂樹, ⻑⽥太郎, 胃粘膜下異所性胃腺を
伴う粘膜下腫瘍様の形態を呈した乳頭腺癌の1例, 第376回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会, 東京, 2023年9⽉2⽇

国内学会発表 36 内⽥ ⼠朗, 杉野 隆. In silico解析により同定された乳癌の進展に関わる遺伝⼦候補と予後予測、治療標的としての可能性. 第31回⽇本乳癌学会総会、横浜、2023年6⽉30⽇

国内学会発表 37 梅澤由佳⼦, 鈴⽊仁, 廣瀬瞳, 齋藤翠, 岩崎雅⼦, 福⽥裕光, ⾼原久嗣, 冨⽥茂樹, 鈴⽊祐介, COVID-19ワクチン接種後に診断された腎疾患31症例の検討, 第66回⽇本腎臓学会学術総
会, 横浜, 2023年6⽉10⽇

国内学会発表 38 冨⽥ 茂樹, 佐伯 春美, 橋⽖ 茜, 加藤 有紗, 越⽥ 剛⽣, 福⽥ 裕光, ⾼原 久嗣, 鈴⽊ 仁, 鈴⽊ 祐介, 
Central fibrous areas(CFAs)と考えた病変を有した糖尿病歴が⽐較的短期間な糖尿病性腎症の⼀例, 第53回⽇本腎臓学会東部学術⼤会, 仙台, 2023年9⽉16-17⽇

国内学会発表 39 冨⽥ 茂樹, 佐伯 春美, 橋⽖ 茜, 濱⼝ 真希, ⼩笠 智美, ⿑藤 翠, 越⽥ 剛⽣, 福⽥ 裕光, ⾼原 久嗣, 鈴⽊ 仁, 野⼝ 雅章, 
ホジキンリンパ腫(HL)における腎障害について, 第66回⽇本腎臓学会学術総会, 横浜, 2023年6⽉9-11⽇

国内学会発表 40 冨⽥茂樹, 岸川さつき, 岸もなみ, ⿃⼭茜, 泉浩, ⼋尾隆史, 藤盛孝博, 早期胃腺癌に共存した⾮腫瘍性粘膜下嚢胞性病変の1例, 第112回⽇本病理学会総会, 下関, 2023年4⽉15⽇

国内学会発表 41 冨⽥茂樹, 佐伯春美, 橋⽖茜, 加藤有紗, 越⽥剛⽣, 福⽥裕光, ⾼原久嗣, 鈴⽊仁, 鈴⽊祐介, Centralfibrousareas(CFAs)と考えた病変を有した糖尿病歴が⽐較的短期間な糖尿病性腎症
の⼀例, 第53回⽇本腎臓学会東部学術⼤会, 仙台, 2023年9⽉17⽇

国内学会発表 42 冨⽥茂樹, 佐伯春美, 橋⽖茜, 濱⼝真希, ⼩笠智美, ⿑藤翠, 越⽥剛⽣, 福⽥裕光, ⾼原久嗣, 鈴⽊仁, 野⼝雅章, ホジキンリンパ腫(HL)における腎障害について, 第66回⽇本腎臓学会学術
総会, 横浜, 2023年6⽉9⽇

国内学会発表 43 平澤佑果, 加藤有紗, 安部憲⼀郎, ⼩笠智美, 越⽥剛⽣, 福⽥裕光, ⾼原久嗣, 冨⽥茂樹, 鈴⽊仁, 抗GBM抗体, PR3-ANCA陽性で⼆次性膜性腎症の診断となった関節リウマチの1例, 第
689回⽇本内科学会関東地⽅会, 東京, 2023年9⽉16⽇

国内学会発表 44 北澤詩⼦,  降籏誠,  荻原伸悟,  野元勇佑,  ⻄慎⼆郎,  深⾒久美⼦,  中津洋⼀,  ⼤川博基,  ⽮野慎太郎,  ⽣駒⼀平,  神保泰久,  北村庸雄,  ⼩浜信太郎,  坂本直⼈,  冨⽥茂樹,  ⻑
⽥太郎,  Lymphoidstromaを伴う粘膜下腫瘍様の形態を呈した⼤腸癌の⼀例,  第373回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会,  東京,  2023年2⽉25⽇

国内学会発表 45 ⽊脇 祐⼦, 福村 由紀, 倉⽥ 盛⼈, 杉⽥ 佳祐, ⼭本 浩平, ⼤⻄ 威⼀郎, ⽥⼝ 登和⼦, ⼯藤 篤, 橋本 雅司, ⼤橋 健⼀. nCounterを⽤いた膵神経内分泌癌の遺伝⼦発現解析. 第112回
⽇本病理学会総会, 下関, 2023年4⽉

国内学会発表 46 濱⼝翔, 井下博之, 船曳和彦, 冨⽥茂樹, ⽔野正司, 鈴⽊祐介, SARS-CoV-2mRNAワクチン接種後に⾁眼的⾎尿を呈したC3腎症の⼀例, 第53回⽇本腎臓学会東部学術⼤会, 仙台, 
2023年9⽉17⽇

国内学会発表 47 ⿅ 榕, 福村 由紀, イパラ・ママティエリ , ⾨ 媛, ⼋尾 隆史. 膵神経内分泌腫瘍(PNET)の予後因⼦の検討.　第112回⽇本病理学会総会, 下関, 2023年4⽉

国内学会発表 48 照喜名宏之, ⼩倉加奈⼦, 天笠眞緒, 發知詩織, 外崎桃⼦, 坂⼝亜寿美, 松本俊治, A case of hepatoid carcinoma of the pancreas diagnosed by EUS-FNA. 第112回⽇本病理
学会, ⼭⼝, 2023年4⽉.



国内学会発表 49 ⼋尾隆史，上⼭浩也．胃底腺へ分化を⽰す胃上⽪性腫瘍の病理学的分類．第95回⽇本胃癌学会総会，札幌，2023年2⽉

国内学会発表 50 上⼭浩也，⼋尾隆史，岩野知世，⼭本桃⼦，内⽥涼太，阿部⼤樹，沖翔太郎，鈴⽊信之，池⽥厚，⾚澤陽⼀、⽵⽥努，上⽥久美⼦，北条⿇⾥⼦，林⼤久⽣，永原章仁．胃底腺型胃
癌の病理組織学的分類と悪性度の評価．第95回⽇本胃癌学会総会，札幌，2023年2⽉


